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5.電線・ケーブルの耐用年数について 

電線・ケーブルの耐用年数について記述された資料として

は，次の２つが有ります。 

①（社）日本電線工業会技術資料　第107号「電線・ケーブ

ルの耐用年数について」 

②（社）日本電線工業会技術資料　第116号B「高圧CVケー

ブルの保守・点検指針」 

 

技術資料第107号には，電線・ケーブルの耐用年数のおお

よその目安についてまとめられています。一般の電線・ケ

ーブルの設計上の耐用年数は，その絶縁体材料に対する熱

的・電気的ストレスの面から20～30年を基準として考えて

ありますが，使用状態における耐用年数は，その布設環境

や使用状況により大きく変化します。 

電線・ケーブルの耐用年数を短くする劣化要因としては，

次のようなことが考えられ，布設環境や使用状況によって

は，それぞれの要因の組み合わせで更に劣化が促進される

ことが考えられます。 

（１）電気的要因（過電圧や過電流等） 

（２）電線・ケーブルの内部への浸水（結果的に，物理的・

電気的劣化を引き起こす） 

（３）機械的要因（衝撃，圧縮，屈曲，捻回，引張，振動等） 

（４）熱的要因（低温，高温による物性の低下） 

（５）化学的要因（油，薬品による物性低下や化学トリーに

よる電気的劣化） 

（６）紫外線・オゾンや塩分付着（物性低下） 

（７）鼠や白蟻による食害 

（８）かび等の微生物による劣化 

（９）施工不良（端末及び接続処理，接地処理，外傷等） 

 

電線・ケーブルが正常な状況で使用された場合の耐用年数

のおおよその目安を表1-5-1に示します。 

特に6600V CVケーブル（内部半導電層：押出式，外部半

導電層：テープ式）に関しては，技術資料第116号Bに，

劣化要因，劣化形態，保守点検方法などがまとめられてお

り，同時に，ケーブル更新推奨時期についても記載されて

います。 

一般に電気機器の寿命とは，使用上の安全性や信頼性が維

持できなくなるまでの期間を指しますが，6600V CVケー

ブルの場合，一義的に示されるものではなく，使用環境あ

るいは使用状況によって大きく変化します。特に水の影響

によって寿命は短くなります。 

ケーブル更新推奨時期は，当然この寿命に至る前を指しま

すが，一般にケーブルの使用上の安全性，信頼性及び保守

点検の経費等から更新することが最も有利と考えられる時

期である必要があります。 

6600V CVケーブルが種々の布設環境下で，長期間使用さ

れたものの耐用年数と耐電圧特性の関係を調査した結果に

おいて，一線地絡時に健全相にかかる電圧AC6.9kVをしき

い値とした場合，この電圧に耐え得る使用年数は，短くみ

て17年，平均で27年となります。これらの調査結果には，

水の影響などケーブルの劣化を促進する要因が種々加わっ

た特性とそうでない特性が混在しており，長期使用に伴う

更新時期は使用環境，使用状況を踏まえた上で安全を考慮

して決める必要があります。 

従って，屋外地中布設で水の影響がある場合の更新時期は，

前述の短くみた場合の17年に安全を考慮して， 

「15年」 

とすることが望ましいと考えます。この年数は，ちょうど

減価償却資産に定められた法定耐用年数の15年に該当しま

す。 

一方，水の影響がない場合の寿命は，これまでの経験及び

知見から水の影響がある場合より少なくとも５年以上長く

期待することができ，その更新推奨時期としては，20年以

上あるものと考えられます。 

なお，ここで示した更新推奨時期は，個々のケーブルの使

用環境や使用状況が異なるためひとつの目安であり，弊社

の保証値ではありませんのでご了承願います。 表１－５－１　電線・ケーブルの耐用年数の目安 

電線・ケーブルの種類 布設状況 目安耐用年数 

絶縁電線 
（IV, HIV, DV等） 

低圧ケーブル 
（VV,CV,CVV等） 

高圧ケーブル 
（CV等） 

注）移動用キャブタイヤケーブル等は，使用状況により耐用年数は大きく異 
　　なり，一概に決められません。その使用状況に見合った耐用年数を考え 
　　て更新していく必要があります。 

屋内，電線管，ダクト布設， 
盤内配線 

直埋，管路，屋外ピット布設 
（水の影響がある） 

屋外布設 

屋内，屋外（水の影響がない） 

屋外（水の影響がある） 

屋内布設（水の影響がない） 

20～30年 

15～20年 

20～30年 

15～20年 

20～30年 

10～20年 
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